
【資料 13】 

 

相談支援部会報告 

 

1 開催日時 ※毎月第三木曜日 14：00～16：00に開催 

開催日 内容 

１回 ４月 17日 

① サービス等利用計画の作成について 

 計画を作成する際に困ったこと等の情報交換 

② 計画相談の質の向上について 

 事例検討や研修会の開催等 

③ 関係機関との連携について 

 部会の役割、部会便りの確認と反省 

２回 ５月 15日 

① サービス等利用計画の作成について 

 計画を作成する際に困ったこと等の情報交換 

② 計画相談の質の向上について 

 事例検討や研修会の開催等 

③ 春日井市の計画の進め方について 

 他市の助成金、セルフプランとの関係、優先順位、支援センター等関係機

関との関係等 

３回 ６月 19日 

① サービス等利用計画の作成について 

 計画を作成する際に困ったこと等の情報交換 

② 障がい者総合福祉計画の策定について 

 周知と部会の意見のとりまとめ等 

 

2 検討課題 

  

① 特定相談支援事業・障がい児相談支援事業の周知 

周知状況については確実に進んでいるが、更なる周知を図るため、相談支援部会便

りを発刊した。２号以降については、部会内で検討していく。 

 

② 特定相談支援事業所・障がい児相談支援事業所の現状 

事業所数が少ないのは変わらない。受け入れ態勢としては、作成まで数か月待ちの

状況になりつつあり、新規の受付が困難になってきている。 

春日井市は入所施設が多くあるため、春日井市以外から支給決定されている入所者

のサービス等利用計画も作成しないといけない状況である。 

 

③ 春日井市の相談支援体制 

    サービス等利用計画は、生活基盤が脆かったり、福祉サービス利用に関して細かな

調整が必要だったりする方ほど、計画を立案することが望ましい。しかし、春日井市

の計画相談支援事業所の体制は万全ではない。そのため、サービス等利用計画が必要

なケースほど、需要に応えられない状況である。これは、委託相談支援事業所（障が

い者生活支援センター）を含む春日井市の相談支援体制に関わってくる課題であり、

特定相談支援事業・障がい児相談支援事業所のみで構成されている相談支援部会では

検討に限界がある。運営会議等に意見を求め、議論を深めていきたい。 

 

3 今後の部会 

 事例検討をし、それぞれの事業者が抱えている課題等を共有することで、計画相談の質の

向上を図っていく。 

 上記課題についても引き続き検討していく。 


